
禅
定
（
号
司
口
騨
》
菅
目
騨
）
、
三
昧
（
普
目
圏
巨
）
そ
し
て
球
伽
（
言
唱
）
と
い
う
術
語
は
、
原
始
佛
教
聖
典
以
来
一
般
的
に
用
い
ら
れ
、

佛
教
思
想
に
お
い
て
重
要
な
役
割
を
占
め
て
き
た
語
で
あ
る
。
し
か
し
従
来
、
禅
定
（
も
し
く
は
禅
と
定
）
と
三
昧
に
つ
い
て
、
厳
密
な
概

禅
定
と
三
昧

む 二 一は

は
じ
め
に

じ
め
に

佛
教
に
お
け
る
禅
定
と
三
味

１
正
定
と
四
禅

２
禅
定
、
三
昧
と
心
一
境
性

３
宴
黙
・
独
坐
と
ヨ
ー
ガ

ョ
ー
ガ
派
に
お
け
る
禅
定
と
三
昧

１
禅
定
と
三
昧
の
概
念

２
心
一
境
性
と
念
神

３
有
想
・
無
想
三
昧
と
有
種
子
・
無
種
子
一

す
び

Ｉ
佛
教
と
ヨ
ー
ガ
派
と
の
関
わ
り
Ｉ

財

雲
井

昭

菫
ロ
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念
規
定
な
し
に
同
義
異
語
と
し
て
用
い
て
き
た
よ
う
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
佛
教
に
あ
っ
て
こ
の
二
つ
の
術
語
が
、
内
容
的
に
ど
れ
程

の
区
別
が
あ
っ
て
用
い
ら
れ
て
い
た
か
、
と
い
う
点
で
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
こ
の
二
つ
の
何
れ
も
が
、
精

神
集
中
も
し
く
は
精
神
統
一
と
い
う
共
通
の
基
盤
に
お
い
て
問
わ
れ
る
術
語
で
あ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
で
あ
る
。
果
た
し
て
、
こ

の
二
つ
が
全
く
同
じ
意
味
内
容
を
も
っ
た
術
語
な
の
だ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
禅
定
（
号
乱
昌
騨
】
菅
目
勲
）
と
三
昧
（
３
日
且
目
）

と
い
う
語
が
生
ま
れ
て
き
た
背
景
を
無
視
す
る
こ
と
に
な
り
は
し
な
い
か
。
こ
の
点
に
対
す
る
照
明
が
先
ず
、
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

次
に
諭
伽
（
言
習
）
と
い
う
語
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
語
も
原
始
佛
教
聖
典
に
登
場
す
る
。
こ
の
語
と
禅
定
、
三
昧
と
の
関
わ
り
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
亦
、
頗
る
明
確
で
な
い
。
爺
伽
と
い
う
語
に
し
て
も
、
或
る
も
の
（
対
象
）
に
心
を
結
び
つ
け
る
、
あ
る
い
は
対
象
と

℃
、
相
応
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
精
神
集
中
、
精
神
統
一
と
い
う
意
味
内
容
が
与
え
ら
れ
よ
う
。
か
く
し
て
、
禅
定
、
三
昧
、
爺
伽
と
い
う

三
つ
の
概
念
規
定
に
つ
い
て
、
佛
教
で
は
如
何
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
か
、
が
間
わ
る
ゞ
へ
き
課
題
と
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
禅
定
、
三
昧
、
爺
伽
に
関
す
る
限
り
、
イ
ン
ド
学
派
哲
学
と
し
て
の
ヨ
ー
ガ
派
が
当
然
、
問
題
解
明
へ
の
一
つ
の
手
が
か

ヨ
ー
カ

リ
と
な
ろ
う
。
何
故
な
ら
、
ヨ
ー
ガ
学
派
こ
そ
爺
伽
の
独
自
性
を
追
求
し
た
学
派
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
当
然
、
禅
定
、
三
昧
と
の
関
わ
り

の
中
で
職
伽
の
概
念
を
閨
明
し
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
以
上
の
如
き
設
問
に
対
し
て
、
こ
の
小
論
で
考
究
す
る
点
は
凡
そ
次
の

如
く
で
あ
る
。

ヨ
ー
ガ
派
の
所
依
経
典
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
（
弓
彊
‐
曽
尋
ｓ
》
以
下
Ｙ
‐
Ｓ
）
の
成
立
を
紀
元
四
○
○
’
四
五
○
年
と
設
定
し
た

場
合
、
少
く
と
も
そ
れ
に
先
立
つ
原
始
佛
教
聖
典
、
及
び
部
派
の
諭
書
に
お
い
て
、
禅
定
、
三
昧
の
二
概
念
が
如
何
に
規
定
さ
れ
て
い
た

か
、
と
い
う
考
察
が
第
一
の
手
続
き
と
な
る
。
第
二
に
は
、
禅
定
、
三
昧
を
問
う
中
で
、
ヨ
ー
ガ
学
派
が
そ
の
独
自
性
を
如
何
に
際
立
た

せ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
Ｙ
‐
Ｓ
に
お
け
る
概
念
規
定
と
、
Ｙ
‐
Ｓ
に
対
す
る
註
釈
、
と
く
に
ヴ
ィ
ャ
ー
サ

ヨ
薗
闇
戸
．
己
．
、
ｇ
ｏ
）
の
『
ヨ
ー
ガ
・
ゞ
ハ
ー
シ
ャ
』
（
園
侭
倉
出
言
運
へ
一
以
下
Ｙ
‐
Ｂ
）
を
介
し
て
、
ヨ
ー
ガ
派
に
お
け
る
球
伽
の
概
念

を
明
確
に
す
る
中
で
、
禅
定
↑
三
昧
と
球
伽
と
の
関
わ
り
を
規
定
し
う
る
と
考
え
る
。
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古
来
、
定
の
七
名
と
し
て
等
引
（
の
閏
目
言
薗
）
等
持
（
“
騨
日
目
目
）
等
至
（
の
騨
目
署
鼻
は
）
静
慮
（
目
剴
巨
騨
）
心
一
境
性
（
ｏ
昇
巴
圃
噴
少
国
）

止
（
轡
白
目
菌
）
現
法
楽
住
（
烏
駕
四
目
胃
目
騨
“
巳
合
四
乱
闘
畠
）
が
言
わ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
定
（
＄
冒
創
ｇ
に
対
し
て
そ
の
概
念
規
定

が
一
定
せ
ず
に
多
様
性
を
も
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
場
合
、
禅
と
定
も
し
く
は
禅
定
と
三
昧
の
関
係
に
つ
い
て
如
何
に

区
別
し
う
る
か
、
と
言
え
ば
、
初
期
の
佛
教
に
あ
っ
て
は
明
確
な
区
別
は
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
禅
定
（
目
薗
口
か
』
言
目
⑳
）
は
、
旧
訳

に
あ
っ
て
思
惟
修
、
新
訳
に
お
い
て
静
慮
と
訳
さ
れ
、
三
昧
（
＄
目
目
巨
）
は
、
旧
訳
で
は
三
摩
地
、
三
摩
提
と
音
写
さ
れ
、
定
、
正
定
、

等
持
と
訳
さ
れ
る
。
そ
の
内
容
に
閲
し
て
は
、
心
が
一
境
に
住
し
て
正
審
思
慮
す
る
こ
と
が
静
慮
す
な
わ
ち
禅
定
で
あ
り
、
心
一
境
性
を

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

そ
の
自
性
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
（
「
琉
伽
師
地
論
」
第
三
十
三
に
「
言
一
一
静
慮
一
者
。
於
二
所
縁
一
繋
念
寂
静
正
審
思
慮
。
故
名
二
静
慮
ご
（
「
大
正
蔵
』

第
三
十
巻
四
六
七
頁
下
）
こ
れ
に
対
し
て
三
昧
は
、
同
じ
く
心
が
一
境
に
住
し
て
動
か
な
い
状
態
を
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
心
一
境
性
と
当

然
関
わ
っ
た
状
態
で
あ
る
。
８
口
。
①
貝
国
営
○
口
）
日
①
巳
訂
蝕
○
口
と
い
う
訳
例
が
両
者
に
共
通
し
て
与
え
ら
れ
る
所
以
で
あ
る
。
合
箇
巨
四

（
言
劉
ご
）
が
ｇ
ご
劃
国
産
（
言
母
色
辻
）
す
な
わ
ち
思
念
す
る
亀
ミ
ミ
を
動
詞
と
す
る
の
に
対
し
、
梁
一
目
圏
三
が
昌
蒼
‐
事
ミ
ミ
す
な
わ
ち

定
め
る
、
置
く
と
い
う
動
詞
に
由
る
点
か
ら
す
れ
ば
、
心
一
境
の
立
場
は
む
し
ろ
三
昧
の
内
容
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
南
方
論
部
の
綱
要
害

か
く
て
、
こ
の
小
論
の
め
ざ
す
点
が
以
上
の
二
点
に
あ
る
と
し
て
も
、
原
始
佛
教
の
基
本
的
立
場
、
と
く
に
実
践
・
修
道
の
面
で
禅
定
、

三
味
が
如
何
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
い
が
提
起
さ
れ
よ
う
。
か
つ
又
、
佛
教
に
あ
っ
て
禅
定
、
三
昧
に
関
す
る
諸
説
、
例
え

ば
四
禅
、
四
無
色
定
、
滅
尽
定
や
、
空
・
無
相
・
無
願
の
三
三
昧
な
ど
に
つ
い
て
も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
多
く
の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
以
上
、

そ
の
面
で
の
解
明
も
当
然
な
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
と
な
る
。
こ
の
小
論
は
、
以
上
の
如
き
問
題
提
起
に
対
し
て
、
先
ず
禅
定
と
三
昧

の
二
概
念
を
め
ぐ
っ
て
、
佛
教
と
ヨ
ー
ガ
派
と
の
共
通
面
と
そ
の
特
色
を
抽
出
し
つ
つ
、
両
概
念
に
つ
い
て
明
確
な
概
念
規
定
を
設
定
し

て
み
た
い
。
（
原
始
仏
教
の
禅
定
思
想
に
関
し
て
は
、
藤
田
宏
達
博
士
の
論
文
（
「
佐
藤
博
士
記
念
論
叢
』
）
に
詳
し
い
。
）

｜
佛
教
に
お
け
る
禅
定
と
三
昧

州
、



『
清
浄
道
論
』
（
罰
吻
員
へ
冒
毫
ミ
麗
亀
》
固
呂
ｅ
は
、
《
所
縁
を
思
惟
す
る
故
に
、
又
は
反
対
〔
た
る
五
蓋
Ⅱ
負
欲
蓋
・
順
志
蓋
・
惰
眠
蓋
・
棹

悔
蓋
・
疑
蓋
〕
を
焼
尽
す
る
故
に
禅
な
り
》
（
習
胄
昌
日
眉
巨
冒
昌
言
習
〕
呉
○
菌
ｏ
ｏ
ｐ
昌
冨
言
骨
四
国
胃
○
乱
菩
ミ
ミ
ミ
・
）
と
し
て
言
習
四
の

語
成
立
を
論
じ
、
他
方
、
定
・
三
昧
に
つ
い
て
は
、
《
等
持
の
義
（
の
騨
目
創
圃
昌
農
晉
騨
）
に
よ
っ
て
定
・
三
昧
と
な
す
。
一
つ
の
所
縁
に

対
し
て
心
・
心
所
を
平
等
に
正
し
く
保
持
す
る
こ
と
（
切
幽
自
動
日
函
目
日
割
８
目
闘
冨
目
）
定
置
す
る
こ
と
》
（
尋
吻
言
二
・
詞
匿
）
と
い
う
。

し
た
が
っ
て
、
禅
定
は
思
惟
修
・
静
盧
と
訳
す
る
の
が
正
し
く
、
三
味
は
等
持
、
も
し
く
は
正
定
（
八
正
道
の
一
つ
と
し
て
の
）
と
す
る
理
解

が
原
語
に
適
し
た
解
釈
と
お
も
う
。
し
か
し
、
こ
の
二
語
は
何
れ
も
定
と
訳
さ
れ
、
内
容
的
に
も
必
ず
し
も
一
定
し
て
い
な
い
。
そ
の
背

景
を
先
ず
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

１
正
定
と
四
禅

禅
定
の
最
も
古
い
型
と
し
て
四
禅
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
典
型
的
な
内
容
は
、

比
丘
が
諸
欲
を
離
れ
、
諸
不
善
法
を
離
れ
＄
尋
あ
り
伺
あ
り
（
漢
訳
有
覚
有
観
）
離
よ
り
生
じ
た
喜
と
楽
の
あ
る
初
禅
（
離
生
喜
楽
）
を

（
印
豐
鼻
烏
冨
日
困
昌
８
３
日
く
ぎ
農
且
四
目
鳥
）
昌
切
口
屏
ぽ
ゅ
目
冒
昏
四
目
昌
目
目
四
日
）
具
足
し
て
住
す
。
、
、
、
、

尋
と
伺
が
寂
静
と
な
れ
る
故
に
内
浄
と
な
り
、
心
が
専
一
性
と
な
り
、
無
尋
無
伺
に
し
て
定
・
三
昧
よ
り
生
じ
た
喜
と
楽
の
あ
る
第

二
禅
（
定
生
喜
楽
）
を
（
騨
負
＃
鳥
四
目
四
ぐ
］
８
国
目
旨
量
割
き
曾
倉
言
も
冒
呂
屍
冨
目
Ｑ
具
ご
皇
目
口
沙
目
）
具
足
し
て
住
す
。

喜
を
離
れ
た
故
、
捨
に
し
て
住
し
正
念
正
知
し
、
楽
を
身
を
も
っ
て
感
受
し
、
諸
聖
人
が
「
こ
れ
捨
に
し
て
念
あ
る
楽
住
な
り
」
と
説

い
た
第
三
禅
（
捨
念
楽
住
）
を
（
制
口
冨
目
餌
日
勤
凶
。
陦
犀
国
］
量
§
の
Ｅ
Ｓ
巴
８
め
胃
］
日
四
ｍ
目
富
ぐ
昏
留
肖
威
冨
汁
与
四
言
習
、
眉
）
具
足
し

楽
を
断
じ
苦
を
も
断
じ
た
故
に
、
か
つ
前
に
す
で
に
喜
悦
と
憂
悩
と
を
減
し
た
故
に
、
不
苦
不
楽
に
し
て
捨
念
清
浄
と
な
っ
た
第
四

禅
（
捨
念
清
浄
）
を
（
且
ｐ
こ
く
冨
昌
鵠
鳥
目
目
眉
鳥
丙
薗
の
昌
一
葛
引
』
２
目
冒
日
８
言
ヰ
冨
言
習
国
目
）
具
足
し
て
住
す
。
（
め
ど
．
白
》
国
）

て
住
す
。
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鵠
匂
ｌ
弓
ぐ
」
固
ら
｝
ご
乏
虐
』
弱
国
①
言
）

こ
の
四
禅
に
ふ
れ
る
場
合
、
原
始
佛
教
資
料
で
は
凡
そ
二
つ
の
系
統
が
あ
る
。
一
つ
は
、
い
わ
ゆ
る
梵
網
六
十
二
見
中
の
現
在
混
藥
論

（
己
旨
冒
目
四
目
日
”
昌
言
目
ゆ
く
目
四
）
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
他
は
、
聖
八
支
道
（
八
正
道
）
の
正
定
（
留
日
日
割
＄
目
胤
冒
）
の
内
容
を

語
る
場
合
で
あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
『
長
部
』
第
十
六
経
「
大
般
浬
藥
経
」
（
冨
昏
習
胃
旨
ご
鼠
国
璽
‐
閨
茸
曽
〕
菌
ゞ
）
に
お
け
る
釈
尊
入
滅

の
状
景
ｌ
す
な
わ
ち
①
初
禅
、
二
、
三
、
四
禅
、
空
処
定
、
識
処
定
、
無
処
有
定
、
非
想
非
非
想
定
、
滅
尽
定
へ
と
入
り
②
滅
尽
定

よ
り
起
っ
て
順
次
、
逆
に
下
っ
て
初
禅
ま
で
至
り
③
再
び
初
禅
、
二
、
三
、
四
禅
に
入
っ
て
更
に
四
禅
よ
り
起
っ
て
直
ち
に
般
浬
梁
し
た

Ｓ
ｚ
．
ｐ
』
詞
尉
？
）
と
い
う
一
文
が
注
意
さ
れ
る
。

か
っ
て
筆
者
も
述
ゞ
へ
た
よ
う
に
（
『
佛
教
興
起
時
代
の
思
想
研
究
」
第
三
章
第
四
節
一
七
一
頁
以
下
）
、
四
禅
に
よ
る
現
在
混
漿
論
者
が
如
何
な

る
派
に
属
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
な
い
。
恐
ら
く
、
禅
定
に
よ
っ
て
安
ら
ぎ
を
得
よ
う
と
す
る
修
定
主
義
は
、
ブ
ッ
ダ
時
代
の
多
く
の

思
想
家
な
り
宗
教
家
が
用
い
た
実
践
方
法
で
あ
り
、
入
定
に
よ
る
心
の
静
安
状
態
を
浬
繋
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
四
禅
を
修

め
る
こ
と
が
目
的
視
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
故
宇
井
伯
寿
博
士
は
、
「
少
く
と
も
↑
四
禅
を
現
在
浬
梁
と
な
す
こ
と
は
佛
陀
の
説

い
た
所
で
な
く
し
て
、
全
く
こ
こ
の
現
在
浬
藥
論
を
後
世
の
佛
教
徒
が
取
入
れ
た
」
（
「
印
度
哲
学
研
究
』
第
三
巻
、
二
七
五
’
六
頁
）
と
解
す

る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ブ
ッ
ダ
が
四
禅
を
重
視
し
た
こ
と
は
、
初
期
経
典
の
語
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

四
禅
を
修
習
し
、
四
禅
を
多
く
修
習
す
れ
ば
浬
盤
に
趣
向
し
、
浬
梁
に
傾
き
、
浬
藥
に
趣
入
す
る
。
ａ
ｚ
．
ご
》
弓
也
Ｓ
、
ｇ
Ｐ
且
座
員

と
く
に
、
八
正
道
の
正
定
（
“
騨
冒
日
割
９
日
目
亘
）
を
内
容
的
に
説
明
す
る
経
典
（
註
釈
経
典
と
い
う
、
へ
き
か
）
で
は
、
四
禅
を
以
て
す
る
の

が
通
例
で
あ
る
。
（
八
正
道
の
独
立
註
釈
経
典
と
し
て
『
相
応
部
」
四
十
五
、
道
相
応
八
が
あ
げ
ら
れ
る
・
め
ど
．
ぐ
も
巴
こ
の
こ
と
は
、
定
（
笛
白
目
亘
）

と
禅
言
一
剴
邑
餌
ゞ
言
習
少
）
と
の
概
念
に
共
通
性
を
も
た
せ
る
も
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
～
禅
定
（
静
慮
）
と
三
昧
（
等
持
）
と
は
、
何

れ
も
心
一
境
性
（
Ｃ
茸
農
離
一
の
冒
閥
四
国
）
専
一
性
（
鳥
○
ｅ
ｌ
三
画
く
震
）
を
伴
わ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
で
は
、
ブ
ッ
ダ
の
正

閂
嵩
胃
》
℃
℃
．
Ｈ
］
，
鐸
］
画
吟

と
く
に
、
八
正
道

』
い
』
。
）
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定
観
と
は
何
か
、
と
言
え
ば
、
八
正
道
、
と
く
に
正
見
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
問
わ
れ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
『
法
句
経
』
に
《
智

慧
な
き
も
の
に
禅
定
な
く
、
禅
な
き
も
の
に
智
な
し
。
智
と
禅
を
具
え
た
も
の
は
、
渥
藥
の
近
く
に
あ
り
》
（
ｚ
、
鯉
詳
言
言
習
函
昌
國
富
‐

ロ
ロ
儲
閨
己
四
コ
コ
山
国
）
凹
詐
ご
皇
言
凶
悪
目
○
ゞ
目
四
日
ご
言
倒
国
四
画
○
四
己
騨
コ
ョ
割
Ｏ
四
ゞ
出
ぐ
①
冒
号
ご
倒
口
四
＄
具
房
①
．
ｂ
苞
．
ご
・
笥
巴
と
言
い
、
《
三

味
を
修
習
せ
よ
。
三
味
に
入
っ
た
比
丘
は
如
実
に
了
知
す
る
》
ａ
ｚ
・
日
も
．
園
）
と
あ
る
の
も
↑
ま
さ
し
く
如
実
知
・
智
慧
と
定
・
三
味
と

の
相
互
関
係
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
智
慧
を
重
視
す
る
と
し
て
も
正
定
の
伴
わ
な
い
智
慧
を
い
う
の
で
は
な
い
こ
と
は
、
戒
・
定
．

慧
の
三
学
を
主
張
す
る
佛
教
の
基
本
的
立
場
に
照
応
し
て
当
然
で
あ
り
、
正
定
を
重
要
視
し
て
他
の
七
支
を
正
定
の
助
縁
（
ロ
冨
昌
の
閏
）
資

具
令
胃
旨
肉
目
国
）
と
す
る
『
中
部
」
第
二
七
経
（
旨
四
目
ｏ
胃
薗
国
困
冨
‐
の
具
冨
）
（
旨
冨
．
日
も
．
己
ｌ
ｗ
ａ
，
ぐ
も
巴
）
は
、
こ
の
意
味
に

お
い
て
把
え
ら
れ
る
経
典
で
あ
る
。

心
一
境
性
の
問
題
は
、
四
禅
を
説
く
心
の
一
境
相
・
心
一
趣
（
ｏ
の
苗
の
○
鼻
８
号
目
ご
餌
）
に
ふ
れ
る
第
二
禅
に
お
い
て
扱
わ
れ
る
が
、

四
禅
を
含
む
九
次
第
定
を
説
く
段
階
に
な
っ
て
複
雑
化
し
、
四
禅
の
そ
れ
ぞ
れ
に
心
一
境
性
が
か
ら
ん
で
く
る
。
『
中
部
』
第
二
一
経

（
シ
ロ
ロ
で
且
餌
‐
ぬ
貝
冨
）
（
ミ
ご
白
目
》
面
圏
ｌ
）
で
は
、

こ
の
〔
離
生
喜
楽
の
あ
る
〕
初
禅
に
お
け
る
法
と
し
て
の
尋
と
伺
と
喜
と
楽
と
心
一
境
性
と
、
触
・
受
・
想
・
思
・
心
・
欲
・
勝
解
．

精
進
・
念
・
捨
・
作
意
、
こ
れ
ら
の
法
が
不
断
に
安
立
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
〔
定
生
喜
楽
の
〕
第
二
禅
に
お
け
る
法
と
し
て
の
内
心
静
安
と
喜
と
楽
と
心
一
境
性
と
…
…
。

こ
の
〔
捨
念
楽
住
の
〕
第
三
禅
に
お
け
る
法
と
し
て
の
捨
と
楽
と
念
と
正
知
と
心
一
境
性
と
…
…
。

一
境
の
相
を
い
う
点
で
は
共
通
す
る

２
禅
定
、
三
昧
と
心
‐
一
境
性

禅
定
を
静
慮
と
訳
し
、
三
昧
を
等
持
と
訳
す
る
に
し
て
も
、
心
を
集
中
す
る
、
も
し
く
は
心
が
一
点
に
集
中
し
た
状
態
、
す
な
わ
ち
心
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こ
の
〔
捨
念
清
浄
の
〕
第
四
禅
に
お
け
る
法
と
し
て
の
捨
・
不
苦
不
楽
の
受
、
心
の
無
感
興
、
念
、
清
浄
、
心
一
境
性
と
：
：
：
。

乃
至
、
空
無
辺
処
想
と
心
一
境
性
、
識
無
辺
処
想
と
心
一
境
性
、
無
所
有
処
想
と
心
一
境
性
…
…

と
、
し
、
想
受
減
に
住
し
て
諸
漏
を
滅
尽
す
る
、
と
説
く
。
有
部
の
『
大
毘
婆
沙
論
』
巻
第
八
十
（
「
大
正
蔵
」
第
二
十
七
巻
、
四
一
二
頁
上
Ｉ
）

で
は
、
「
初
禅
に
尋
、
伺
、
喜
、
楽
、
心
一
境
性
の
五
支
、
第
二
禅
に
は
内
等
浄
・
喜
・
楽
・
心
一
境
性
の
四
支
、
第
三
禅
に
は
行
捨
、

正
念
、
正
慧
＄
受
楽
、
心
一
境
性
の
五
支
、
第
四
禅
に
は
不
苦
不
楽
受
、
行
捨
清
浄
、
念
清
浄
～
心
一
境
性
の
四
支
を
摂
し
て
四
禅
に
十

八
支
あ
り
」
と
、
し
て
い
る
。
（
な
お
『
倶
舎
論
』
巻
第
二
十
八
「
大
正
蔵
』
第
二
十
九
巻
一
四
六
下
参
照
）

と
こ
ろ
で
、
『
清
浄
道
論
』
（
罰
鈎
言
．
弓
、
震
凸
）
に
、
定
（
め
ゅ
目
且
巨
）
を
定
義
す
る
中
で
、

Ｌ
に
Ｉ
Ｉ
ｈ
ｌ
ｌ
ｍ
ｍ
ｌ
、
ｌ
ｌ
ｎ
ｌ

何
が
定
な
り
や
、
に
〔
答
え
て
〕
定
に
は
多
種
多
様
あ
り
。
：
。
：
・
こ
こ
で
は
目
的
と
す
る
点
の
み
に
つ
い
て
説
こ
う
。
〔
す
な
わ
ち
〕

で
あ
る
。

１
と
、
手
り
づ
○
○

何
が
定
な
り
や
、
に
〔
答
》

、
℃
、
、
、
、
、
℃

善
の
心
一
境
性
が
定
で
あ
る
。

定
は
不
散
乱
を
相
と
し
、
散
乱
の
除
滅
を
味
と
し
、
不
散
乱
を
現
起
と
し
、
「
楽
者
の
心
は
等
持
す
」
（
の
烏
宮
口
○
・
貸
砧
一
目
留
日
‐

且
旨
き
ｇ
と
い
う
語
（
・
閉
．
ｂ
ｚ
．
日
』
己
．
隠
呼
曾
言
目
》
層
．
認
函
巴
》
ぐ
」
冠
，
鼈
呼
堅
Ｚ
．
日
』
も
、
侭
①
言
）
の
故
に
、
楽
が
そ
の
足
処

何
の
義
に
よ
っ
て
〔
そ
れ
を
〕
定
と
な
す
の
か
。

等
持
の
義
（
３
日
且
目
口
塑
昌
〕
鱒
）
に
よ
っ
て
定
と
な
す
。
何
が
こ
の
等
持
な
の
か
。
一
つ
の
所
縁
に
対
し
て
（
①
圃
国
日
白
眉
の
）
心
・
心

所
を
平
等
に
正
し
く
保
持
す
る
こ
と
（
艮
冨
ｏ
の
国
の
房
習
四
目
印
四
日
沙
目
３
日
目
餌
８
目
目
口
四
日
）
定
置
す
る
こ
と
（
吾
眉
四
口
幽
昌
）
と
言

わ
れ
た
の
で
あ
る
。

な

の何
かが
○

〔
定
Ⅱ
三
昧
の
〕
相
（
特
徴
］
鳥
匡
昌
冒
）
味
（
作
用
昌
望
）
起
（
現
状
菌
。
（
旨
冒
昌
国
口
曾
）
足
処
（
近
因
冒
号
晨
圖
罵
一
）

こ
の
理
解
に
立
つ
な
ら
ば
、
心
一
境
性
は
、
む
し
ろ
三
昧
（
定
）
に
お
い
て
こ
そ
成
り
立
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
『
倶
舎
論
』
〔



３
宴
黙
・
独
坐
と
ヨ
ー
カ

さ
て
、
禅
定
、
三
昧
に
あ
っ
て
心
一
境
性
が
修
習
さ
れ
る
と
し
て
も
、
佛
教
、
と
く
に
初
期
佛
教
資
料
に
あ
っ
て
、
禅
定
、
三
昧
修
習

の
環
境
づ
く
り
が
如
何
に
扱
わ
れ
て
い
た
か
。
こ
の
解
明
は
、
禅
定
、
三
昧
が
単
に
理
論
で
は
な
く
て
深
く
実
践
行
と
関
わ
っ
て
い
た
こ

と
を
閨
明
す
る
こ
と
で
あ
り
、
ヨ
ー
ガ
の
実
習
と
関
わ
っ
て
く
る
。

巻
第
二
十
八
（
「
大
正
蔵
」
第
二
十
九
巻
、
一
四
五
頁
上
Ｉ
中
）
に
、
「
定
静
盧
体
総
而
言
し
之
是
善
性
摂
心
一
境
性
。
以
二
善
等
持
一
為
二
自
性
一
故
。

、
、
、
、
、
、
、
、
℃
、
、
、
℃

。
…
：
何
名
二
境
性
争
謂
専
『
’
一
所
縁
↓
若
爾
即
心
専
二
境
一
位
。
依
レ
之
建
一
一
立
三
摩
地
名
争
不
レ
応
薑
別
有
二
余
心
所
法
↓
云
ご
」
と
み
え
る
。

い
ま
、
こ
の
小
論
で
問
う
点
は
、
心
一
境
性
（
Ⅱ
一
心
Ⅱ
定
）
が
禅
定
、
三
昧
の
何
れ
に
も
共
通
す
る
と
は
言
え
、
本
来
の
性
質
か
ら

０
Ｏ
Ｏ

言
え
ば
三
昧
に
関
わ
る
も
の
で
あ
る
、
と
み
た
い
。
「
倶
舎
論
』
に
、
「
等
持
與
レ
定
名
異
体
同
。
故
契
経
説
心
定
等
定
名
二
正
等
持
↓
此
亦

０
０
０
０

名
為
二
心
一
境
性
ご
と
い
う
（
「
大
正
蔵
」
第
二
十
九
巻
一
四
六
頁
下
）
。
も
と
よ
り
、
静
盧
（
禅
定
）
に
は
精
神
集
中
が
前
提
で
あ
る
し
、
そ

の
た
め
に
は
散
乱
心
を
な
く
し
て
心
一
境
を
専
心
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
、
佛
教
に
あ
っ
て
は
、
心
一
境
の
一
境
、
所
縁
が
何
で

あ
る
か
、
に
つ
い
て
深
く
言
及
し
て
い
な
い
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
ヨ
ー
ガ
派
に
あ
っ
て
問
わ
れ
る
心
一
境
の

内
容
と
比
較
す
る
と
き
、
こ
の
問
題
は
新
た
な
場
を
設
定
す
る
で
あ
ろ
う
。

尤
も
、
一
境
（
①
富
‐
品
圖
・
富
‐
煙
聰
四
）
の
撹
国
（
騨
脂
⑳
）
に
は
、
ｅ
頂
点
ｅ
最
上
な
る
も
の
、
の
意
が
あ
り
、
③
富
‐
紺
国
は
一
の
先
端
の
あ
る
、

一
つ
の
対
象
に
向
け
ら
れ
た
る
、
集
中
せ
る
と
い
う
意
で
あ
る
か
ら
、
心
所
の
問
題
に
関
わ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
対
象
に
こ
だ
わ
る

必
要
が
な
い
と
も
言
え
よ
う
。
「
法
集
論
』
に
、
《
そ
の
時
に
所
有
の
心
の
止
住
（
嘗
昌
）
固
定
（
、
四
』
］
菩
旨
）
安
定
（
四
ぐ
色
往
〕
旨
）
均
衡
（
Ｐ
ご
厨
四
鼠
国
）

不
散
乱
（
雲
ご
房
巨
。
富
）
意
の
安
定
し
た
状
態
（
当
尉
脚
自
国
日
豐
震
唾
騨
国
）
止
息
（
閏
目
鼻
｝
〕
四
）
定
根
（
困
目
目
旨
且
国
箇
）
定
力
（
箇
日
且
宮
９
９
正
定

（
２
日
目
創
切
四
目
目
目
）
が
あ
る
こ
と
、
そ
れ
が
そ
の
時
に
心
一
境
性
あ
り
と
い
う
こ
と
で
あ
る
》
（
ｂ
言
ミ
ミ
島
（
一
貫
震
量
弓
．
Ｓ
〕
閏
』
臼
』
弓
』
ｇ
〕
置
占
）

と
い
溝
フ
。
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。
或
い
は
正
念
に
し
て
息
を
吸
い
、
正
念
に
し
て
息
を
出
し
、
或
い
は
長
く
息
を
吸
え
ば
「
わ
れ
は
長
く
息
を
吸
う
」
と
知
り
、
又
、

短
く
息
を
吸
え
ば
「
わ
れ
は
短
く
息
を
吸
う
」
と
知
る
。
Ｓ
ご
・
目
』
固
陪
岸
旦
．
吻
冥
ぐ
』
喧
罵
蝉
国
蕾
↑
亀
舎
冒
も
．
ご
ｒ
坐
Ｚ
．
『
》
や
巨
岸

罠
ｚ
白
鳥
〕
贈
誤
消
員
ｐ
、
腎
．
な
お
詳
し
く
は
惠
鈎
ミ
．
弱
思
野
切
惠
ミ
急
侭
皇
忌
昌
罫
怠
葛
Ｉ
ｂ
ｚ
・
壁
白
目
ゞ
や
認
画
以
下
）

と
。
こ
こ
に
、
念
を
〔
対
象
の
〕
面
前
に
現
起
せ
し
め
て
（
冨
己
目
ロ
汽
冨
日
笛
曾
昌
呂
員
冒
名
禺
乱
）
と
い
う
意
味
は
、
禅
定
修
習
に
際
し

て
思
念
を
対
象
に
固
く
据
え
つ
け
る
こ
と
で
あ
り
↑
い
わ
ゆ
る
業
処
（
５
日
目
四
茸
薗
己
騨
）
（
な
お
、
『
清
浄
道
論
』
で
は
四
十
の
業
処
を
説
く
。

園
の
ミ
．
弓
．
巨
Ｃ
〕
巨
己
を
い
う
。
そ
れ
は
、
禅
定
を
修
習
す
る
に
際
し
て
自
己
の
状
態
に
適
し
た
観
想
の
方
法
、
対
象
を
選
ぶ
こ
と
に
関

係
す
る
。
こ
の
場
合
の
業
処
の
業
は
禅
定
を
意
味
し
、
し
た
が
っ
て
禅
定
の
土
台
、
禅
定
を
修
す
る
際
の
対
象
を
業
処
と
い
う
。
か
く
て
、

禅
定
を
修
す
る
に
は
、
場
所
的
限
定
と
対
象
選
択
と
い
う
二
つ
の
条
件
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
既
に
佛
教
の
説
く
と
こ
ろ
で
あ
る
。

初
期
佛
教
に
あ
っ
て
↑
禅
定
・
三
昧
を
修
す
る
上
で
、
い
わ
ゆ
る
業
処
の
重
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
こ
と
は
、
い
っ
た
い
何
を
意
味
す

る
か
。
禅
定
、
三
昧
は
、
い
わ
ゆ
る
ヨ
ー
ガ
の
実
習
法
ヨ
ー
ガ
八
支
の
中
の
五
つ
の
外
支
則
と
関
わ
る
ｌ
に
そ
の
ま
ま
結
び
つ
く

も
の
で
あ
り
、
定
の
七
名
と
し
て
止
（
酔
昌
〕
鼻
冒
）
が
挙
げ
ら
れ
た
意
味
に
も
関
係
す
る
。
禅
定
、
三
昧
は
、
あ
く
ま
で
も
身
心
の
環
境
づ
く

り
と
場
所
的
限
定
に
深
く
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
裏
づ
け
る
も
の
で
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
数
息
観
に
関
連
す
る
安
般
念
三
昧
（
習
酌
凰
二
儲
胃
》

茜
目
且
宮
）
や
、
結
珈
畉
坐
（
菌
旨
己
畠
．
富
ご
目
冒
》
め
ど
眉
ゞ
弓
．
届
吟
匡
吟
。
ご
自
ら
当
岸
ミ
ミ
自
ら
出
穿
』
Ｚ
．
日
』
冒
隠
Ｐ
胃
自
》

「
長
部
』
第
二
十
二
経
大
念
処
経
（
冨
島
削
胃
言
四
宮
目
昌
一
‐
の
具
冨
口
冨
）
》

る
よ
う
に
浬
藥
を
証
得
す
る
道
と
し
て
の
四
念
処
（
身
・
受
・
心
・
法
念
処

料
と
し
て
は
、
「
中
部
』
第
十
念
処
経
（
ミ
ミ
白
】
や
段
）
を
は
じ
め
め
ご
，
ぐ
．
や

身
体
の
位
置
や
態
度
が
述
べ
ら
れ
る
。

日
こ
こ
に
比
丘
た
ち
よ
、
比
声

象
の
〕
面
前
に
現
起
せ
し
め
、 比
丘
は
森
に
赴
き
、
或
い
は
樹
下
に
赴
き
＄
或
い
は
空
所
に
赴
き
、
結
珈
し
て
身
を
直
く
し
、
思
念
を
〔
対

Ｓ
ｚ
．
戸
や
忠
？
》
漢
訳
『
中
阿
含
」
巻
第
二
十
四
）
は
、
知
ら
れ

８
斥
目
笛
号
騨
黛
目
目
員
）
観
を
示
し
た
経
典
（
四
念
処
を
説
く
資

］
造
な
ど
）
で
あ
る
。
そ
の
中
、
身
念
処
観
に
つ
い
て
、
呼
吸
、
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弓
．
貝
。
⑦
Ｒ
）
半
伽
畉
坐
（
且
合
壱
昌
自
園
・
豆
室
＆
ミ
員
己
ｇ
）
な
ど
、
初
期
佛
教
に
み
え
る
修
禅
の
行
法
は
、
『
。
ハ
ガ
ヴ
ァ
ッ
ド
・

ギ
ー
タ
ー
』
（
六
・
一
○
’
一
五
）
の
そ
れ
と
関
わ
り
、
精
神
統
一
を
め
ざ
す
行
法
は
、
後
述
す
る
『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
の
そ
れ
と
を

接
近
せ
し
め
る
。
そ
の
こ
と
は
、
Ｙ
‐
Ｓ
の
成
立
年
代
に
先
立
つ
佛
教
と
の
関
わ
り
を
想
起
せ
し
め
る
に
十
分
で
あ
る
。
し
か
し
、
佛
教

と
ヨ
ー
ガ
派
と
の
立
場
を
等
置
し
よ
う
と
い
う
の
で
は
な
い
。
そ
の
一
例
と
し
て
、
宴
黙
・
黙
坐
・
宴
坐
（
冨
爵
己
国
口
四
』
菌
鳥
邑
目
騨
』

句
吻
肉
．
ロ
呉
耐
蝕
日
置
菌
口
騨
）
と
ヨ
ー
ガ
々
○
盟
）
と
い
う
術
語
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
（
な
お
、
こ
の
宴
坐
に
つ
い
て
は
、
高
崎
正
芳
氏
の
論

文
『
印
佛
研
」
二
三
巻
二
、
二
四
巻
一
に
そ
れ
ぞ
れ
論
及
し
て
い
る
。
）

阿
含
・
’
一
カ
ー
ャ
の
定
型
句
と
し
て
、
〈
そ
の
時
、
世
尊
は
夕
方
、
独
坐
（
宴
坐
）
よ
り
起
っ
て
（
蔚
邑
沙
閨
昌
亀
２
秒
国
富
蜜
勘
困
‐

冒
眉
冒
閏
日
沙
冒
冒
冨
層
四
局
目
ご
員
旨
３
、
め
ど
白
も
弓
）
と
、
あ
る
。
こ
の
語
が
、
禅
定
、
三
昧
と
ど
う
関
わ
る
の
だ
ろ
う
か
。
『
ス

ッ
タ
・
ニ
・
〈
ｌ
タ
」
第
六
九
偶
は
こ
う
語
る
。

独
坐
（
冒
房
幽
扇
園
）
と
禅
（
旨
目
色
）
と
を
捨
て
る
こ
と
な
く
、

諸
法
に
お
い
て
常
に
法
に
随
っ
て
行
い

あ
ら
ゆ
る
存
在
の
過
患
を
思
惟
し
、

犀
角
の
如
く
ま
さ
に
独
り
遊
行
す
書
へ
し
。

右
に
対
す
る
註
釈
（
勺
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
。
迂
訂
目
ゞ
３
］
、
胃
も
皇
麗
）
で
は
、
宴
坐
・
独
坐
と
は
身
体
の
遠
離
（
圃
冒
く
弓
①
園
）
で
あ
り
、
禅
定

は
心
の
遠
離
（
昌
冨
且
ぐ
の
宮
）
と
解
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
↑
前
者
は
独
坐
・
宴
（
や
す
ら
か
に
）
坐
す
、
に
は
場
所
的
限
定
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
条
件
が
み
た
さ
れ
て
禅
定
（
内
観
）
が
修
習
さ
れ
る
と
い
う
意
で
あ
ろ
う
。
尤
も
、
冒
爵
邑
習
割
く
貝
冒
昌
さ
を
〈
出
定
〉

と
も
読
め
る
し
、
冨
房
邑
目
四
‐
⑱
胃
呂
冒
を
〈
独
坐
に
適
せ
る
〉
〈
禅
思
に
適
せ
る
〉
と
も
読
め
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、
次
の
諸
経

と
も
読
め
る
し
、

が
注
意
さ
れ
る
。

『
相
応
部
』
壁
第
二
十
二

五
’
六
経
（
め
ど
日
ゞ
弓
、
届
‐
弓
）
に
、
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と
あ
り
、
三
昧
と
独
坐
と
が
同
一
形
式
で
語
ら
れ
て
い
る
。
（
「
相
応
部
」
五
十
六
・
十
二
の
一
、
二
経
で
は
四
聖
諦
を
了
知
す
る
。
）
こ
の
二
経

に
対
す
る
註
釈
（
笥
慧
曼
言
‐
暮
亀
苛
め
言
冒
』
弓
．
鴎
］
凸
）
に
よ
る
と
、

第
五
（
経
）
に
〈
三
昧
〉
と
い
う
こ
れ
は
、
世
尊
が
、
か
れ
ら
比
丘
た
ち
が
心
一
境
性
よ
り
衰
退
す
る
の
を
見
て
「
心
一
境
性
を
得

ん
が
た
め
に
こ
れ
ら
の
業
処
は
利
益
あ
る
な
ら
ん
」
と
知
っ
て
、
こ
の
こ
と
を
言
っ
た
の
で
あ
る
。

第
六
（
経
）
に
〈
独
坐
〉
と
い
う
こ
れ
は
、
世
尊
が
、
か
れ
ら
比
丘
た
ち
が
身
体
の
遠
離
（
圃
冨
ぐ
弓
の
盲
）
よ
り
衰
退
す
る
の
を
見

て
、
「
身
体
の
遠
離
を
得
ん
が
た
め
に
こ
れ
ら
の
業
処
に
行
く
な
ら
ん
」
と
知
っ
て
言
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
初
期
佛
教
に
お
け
る
独
坐
（
身
体
の
遠
離
）
と
三
昧
（
心
一
境
性
の
獲
得
）
に
対
す
る
概
念
規
定
が
う
か
が
わ
れ
よ

う
。
そ
の
こ
と
は
、
ヨ
ー
ガ
八
支
則
に
お
い
て
、
五
つ
の
外
支
則
と
三
つ
の
内
支
則
へ
と
体
系
化
さ
れ
て
ゆ
く
背
景
の
中
に
み
ら
れ
は
し

な
い
か
。
と
こ
ろ
で
右
の
一
経
に
、
首
唱
日
倒
冨
冒
昏
酔
な
る
用
例
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
、
こ
の
用
語
を
如
何
に
解
す
寺
へ
き
か
、

に
つ
い
て
、
初
期
佛
教
に
お
け
る
ヨ
ー
ガ
（
言
魑
）
の
語
義
を
う
か
が
う
こ
と
に
し
よ
う
。
（
な
お
、
ジ
ャ
ィ
ナ
教
の
古
典
聖
典
に
み
え
る
旨
盟

（
宕
咽
）
の
用
法
に
つ
い
て
は
、
長
崎
法
潤
氏
の
論
文
ヨ
ハ
ー
ヴ
ィ
ー
ラ
の
業
説
」
「
佛
教
学
セ
ミ
ナ
ー
』
第
二
十
特
集
号
四
一
九
頁
以
下
参
照
）

言
噌
な
る
語
が
豈
畠
に
由
来
す
る
限
り
、
一
般
的
に
は
ｅ
結
合
、
接
触
、
関
係
、
結
縛
Ⅱ
唖
（
四
鞆
・
四
結
の
如
し
）
が
あ
り
、
ｅ

行
為
・
活
動
、
努
力
、
勤
修
・
熱
中
・
修
習
ｅ
諭
伽
（
行
と
し
て
の
）
と
い
う
訳
語
が
用
意
さ
れ
る
。
ｅ
の
例
と
し
て
、
『
法
句
経
』
四

一
七
偶
《
人
間
の
関
わ
り
（
束
縛
）
を
（
白
目
ご
ロ
“
鯉
盲
目
冒
鴇
日
）
捨
て
、
天
上
の
関
わ
り
（
束
縛
）
を
（
昌
喜
沙
昌
冒
魑
巳
）
脱
し
、

一
切
の
関
係
（
束
縛
）
よ
り
離
れ
た
る
人
、
わ
れ
は
か
れ
を
帝
ハ
ラ
モ
ン
と
呼
ぶ
》
が
充
当
す
る
。
こ
こ
で
は
、
百
浬
は
範
（
衆
生
を
縛
り

つ
け
る
Ｉ
煩
悩
の
意
）
に
解
し
て
い
る
。
「
ス
ッ
タ
・
’
一
。
〈
－
タ
』
第
四
二
五
の
詩
偶
《
ネ
ー
ラ
ン
ジ
ャ
ラ
－
河
の
ほ
と
り
で
私
（
Ⅱ
佛
）

比
丘
た
ち
よ
、
三
昧
を
修
習
せ

比
丘
た
ち
よ
、
独
坐
（
宴
坐
）

実
に
了
知
す
る
。
（
二
十
二
・
六
経
）
よ
、
三
昧
に
入
っ
た
比
丘
は
、
〔
五
穂
の
集
と
減
と
を
〕
如
実
に
了
知
す
る
。
三
十
二
・
五
経
）

に
つ
と
め
よ
。
（
冨
爵
昌
習
①
旨
鵯
喜
暑
皇
冒
夢
亀
）
独
坐
の
比
丘
は
、
〔
五
穂
の
集
と
減
と
を
如
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そ
の
同
じ
も
の
（
禅
定
）
に
お
い
て
、
〔
禅
定
の
〕
対
象
だ
け
が
輝
い
て
〔
意
識
作
用
〕
そ
れ
自
体
が
空
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
っ

た
と
き
、
〔
そ
れ
が
〕
三
昧
で
あ
る
。

と
、
し
て
、
禅
定
と
三
昧
に
区
別
を
つ
け
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｙ
‐
Ｓ
に
お
け
る
禅
定
～
三
昧
の
概
念
規
定
と
し
て
注
意
す
べ
き
点

が
最
高
の
安
ら
ぎ
Ⅱ
浬
藥
（
冠
○
鳴
陦
屏
彦
の
目
騨
）
に
到
達
し
よ
う
と
精
勤
努
力
し
、
け
ん
め
い
に
禅
思
し
て
い
る
と
》
に
み
え
る
苫
恥
鼻
‐

雲
恥
ミ
急
の
旨
曾
耳
ミ
画
に
対
し
て
、
註
釈
（
、
ミ
ミ
ミ
ミ
ミ
註
薊
目
】
冒
勺
哩
麗
）
は
、
《
四
唖
〔
の
寂
滅
〕
よ
り
安
穏
と
な
れ
る
浬
梁
を
証
得
せ
ん

が
た
め
》
と
釈
す
る
。
こ
れ
に
対
す
る
＠
の
例
と
し
て
、
前
掲
の
目
○
翌
日
四
冒
言
計
冨
（
匂
く
ゞ
目
目
』
詞
］
・
印
〕
ご
》
吊
）
筐
匂
）
や
冒
盟
伺
昌
肉
胃
○
首

（
＆
．
旦
○
唱
冨
Ｈ
ｇ
々
○
』
閏
く
‐
く
．
己
．
筐
切
）
が
あ
げ
ら
れ
る
。
こ
の
場
合
の
冒
○
窓
日
名
皇
四
貫
琶
○
盟
昌
冨
日
茸
は
８
昏
○
弓
①
閏
ロ
①
黒

。
且
８
ぐ
○
日
』
計
○
房
四
ｏ
は
ぐ
①
』
計
○
目
鼻
①
餌
口
①
酌
○
尉
守
》
鈴
○
ｍ
ｇ
ぐ
の
、
艮
閏
の
意
（
“
．
ぐ
．
閃
匂
い
［
）
ゆ
く
Ｅ
い
、
、
園
ゞ
門
）
ミ
さ
曽
這
）
努
力
精
勤
す
る

こ
と
を
い
う
。
例
え
ば
《
諸
漏
を
滅
尽
せ
ん
が
た
め
に
勤
修
す
べ
し
》
（
倒
困
ぐ
ゅ
ご
自
己
昏
昌
倒
菌
冒
唱
富
国
ご
垣
○
、
』
ご
・
目
》
も
．
畠
）
《
な

す
べ
き
こ
と
に
お
い
て
み
ず
か
ら
努
力
勤
修
せ
よ
》
（
冨
爵
自
国
。
、
目
算
菌
目
冒
盟
日
名
皇
鼻
冨
、
吾
き
ぎ
鍔
員
）
國
忠
）
の
如
く
で
あ
る
。

以
上
、
佛
教
（
主
と
し
て
初
期
の
）
に
お
い
て
禅
定
、
三
昧
、
爺
伽
の
概
念
を
一
瞥
し
て
き
た
が
、
は
し
が
き
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
こ

れ
ら
の
用
語
が
ヨ
ー
ガ
派
に
あ
っ
て
如
何
に
扱
わ
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
以
下
に
考
察
し
よ
う
。

同
じ
く
Ⅲ
・
三
に
、

Ｙ
ｌ
Ｓ
Ⅲ
・
二
に
、

１
禅
定
と
三
昧
の
概
念

禅
定
と
は
、
そ
こ
〔
一
定
の
場
所
〕
に
お
い
て
意
識
作
用
が
一
す
じ
に
集
中
す
る
状
態
を
い
う
。

ニ
ョ
ー
ガ
派
に
お
け
る
禅
定
と
三
昧
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で
あ
る
。
意
識
作
用
が
一
す
じ
に
集
中
す
る
と
い
う
禅
定
の
内
容
は
、
言
わ
ば
《
意
識
作
用
が
他
の
意
識
作
用
に
影
響
さ
れ
な
い
で
不
変

の
流
れ
に
な
る
こ
と
》
（
Ｙ
‐
Ｂ
Ⅲ
・
三
で
あ
る
か
ら
、
一
つ
の
対
象
に
意
識
作
用
が
集
中
し
て
固
定
し
た
状
態
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
意
識
作
用
が
一
つ
の
対
象
に
集
中
す
る
と
い
う
場
合
、
一
般
的
に
は
〈
心
一
境
性
〉
（
ｇ
＃
Ｐ
‐
①
冨
脂
騨
国
》
・
昇
冨
砂
困
の
菌
‐

開
四
国
》
ｇ
ま
巴
圃
四
四
国
）
と
同
じ
内
容
を
も
つ
。
こ
の
心
一
境
が
、
ヨ
ー
ガ
派
に
あ
っ
て
如
何
な
る
位
置
づ
け
を
も
っ
て
い
た
か
。

Ｙ
‐
Ｓ
Ⅲ
．
一
一
及
び
一
二
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
対
象
に
対
し
て
気
が
散
る
状
態
〔
と
い
う
心
の
状
態
〕
が
減
し
て
集
中
状
態
Ⅱ
一
境
性
〔
と
い
う
心
の
状
態
〕
の
お
こ
る

〔
三
昧
に
入
っ
た
心
が
も
っ
て
い
る
〕
静
止
し
た
〔
過
去
の
〕
意
識
作
用
と
、
顕
現
し
て
い
る
〔
現
在
の
〕
意
識
作
用
と
が
等
し
い

と
き
、
〔
そ
れ
は
心
の
〕
集
中
性
転
変
Ⅱ
一
境
性
転
変
で
あ
る
。

と
、
述
べ
る
。
こ
こ
で
は
、
心
一
境
性
の
内
容
を
三
昧
に
入
っ
た
心
の
状
態
か
ら
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
佛
教
の
立
場
と
比
鮫

す
る
と
き
、
一
つ
の
問
題
が
提
起
さ
れ
る
。
そ
れ
は
既
に
ふ
れ
た
よ
う
に
、
一
つ
の
対
象
の
内
容
に
つ
い
て
で
あ
る
。
佛
教
に
あ
っ
て
心

一
境
と
い
う
場
合
、
そ
の
一
境
に
つ
い
て
は
深
く
立
ち
入
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ヨ
ー
ガ
派
で
は
、
こ
の
点
に
つ
い
て
如
何
。

凝
念
ａ
圃
国
目
）
と
は
心
を
〔
一
定
の
〕
場
所
に
結
び
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

と
し
、
〈
一
定
の
場
所
と
は
、
膳
・
心
臓
の
蓮
華
、
鼻
の
先
な
ど
、
あ
る
い
は
外
的
な
対
象
物
で
あ
り
、
こ
の
場
所
に
心
の
は
た
ら
き
を

結
び
つ
け
る
の
が
凝
念
で
あ
る
》
（
Ｙ
‐
Ｂ
Ⅲ
・
一
）
と
註
釈
害
は
解
説
す
る
。
こ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
心
一
境
の
内
容
は
、
一
定
の
場

所
と
言
っ
て
も
内
・
外
二
面
が
考
え
ら
れ
て
い
た
か
ら
、
一
つ
の
対
象
（
外
的
）
に
心
を
集
中
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
佛
教
に

お
い
て
心
一
境
性
を
い
う
場
合
、
精
神
統
一
、
精
神
集
中
そ
の
こ
と
が
主
要
（
心
一
境
性
Ⅱ
集
中
Ⅱ
定
）
な
の
で
あ
っ
て
、
対
象
を
必
要

と
し
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
に
対
し
て
ヨ
ー
ガ
派
の
場
合
は
如
何
。

Ｙ
ｌ
Ｓ
Ⅲ
。
一
に
、

こ
と
が
、
心
の
三
昧
転
変
で
あ
る
。
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〔
す
ゞ
へ
て
の
生
物
を
害
し
な
い
〕
日
不
殺
生
（
各
自
３
）
Ｑ
真
実
を
語
る
こ
と
（
の
餌
ご
画
）
〔
他
人
の
財
を
〕
㈲
盗
ま
な
い
こ
と
（
曾
昇
①
冨
）

〔
邪
婬
行
を
捨
て
て
〕
画
清
浄
行
を
な
す
こ
と
（
胃
昌
目
四
○
胃
冒
）
〔
も
の
を
専
有
し
な
い
〕
㈲
無
所
得
（
、
壱
四
凰
唱
騨
冒
）

を
挙
げ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
以
上
の
五
は
佛
教
の
五
戒
、
い
な
む
し
ろ
ジ
ャ
イ
ナ
教
の
五
戒
（
不
殺
生
、
不
妄
語
、
不
愉
盗
、
不
邪
婬
、

離
欲
）
に
比
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

Ｙ
‐
Ｂ
Ｉ
・
一
に
《
ヨ
ー
ガ
と
は
三
昧
で
あ
り
》
Ｙ
‐
Ｓ
１
．
二
に
は
《
ヨ
ー
ガ
と
は
心
の
は
た
ら
き
を
減
す
る
こ
と
で
あ
る
》
と
い

う
。
こ
こ
に
ヨ
ー
ガ
派
の
基
本
的
立
場
が
明
示
さ
れ
、
心
作
用
の
止
滅
と
い
う
主
題
を
め
ぐ
っ
て
ヨ
ー
ガ
派
の
三
昧
が
展
開
さ
れ
て
い
た

わ
け
で
あ
る
。
心
作
用
の
内
容
分
析
に
関
し
て
は
、
い
ま
は
深
く
立
ち
入
ら
な
い
が
、
こ
の
心
作
用
の
減
と
い
う
ヨ
ー
ガ
の
主
題
ラ
ー
ジ

ャ
・
ヨ
ー
ガ
（
両
且
葛
○
盟
）
に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
ヨ
ー
ガ
八
支
則
の
中
の
ク
リ
ヤ
ー
・
ヨ
ー
ガ
（
尻
国
司
‐
旨
魑
）
が
注
目
さ
れ
る
。
何
故

な
ら
、
禅
定
、
三
昧
の
両
概
念
と
そ
の
内
容
が
関
説
さ
れ
て
い
た
か
ら
。

元
来
、
ク
リ
ヤ
ー
・
ヨ
ー
ガ
（
行
作
ヨ
ー
ガ
）
と
さ
れ
る
苦
行
・
読
訶
、
念
神
（
Ｉ
・
一
）
は
、
す
で
に
Ｙ
‐
Ｓ
１
．
二
に
明
示
す
る

よ
う
に
〈
三
昧
の
修
習
の
た
め
（
留
日
目
巨
ご
目
ぐ
四
目
目
昏
島
）
に
あ
り
、
か
つ
煩
悩
を
弱
め
る
た
め
（
医
①
蟹
冒
目
富
国
目
篇
号
農
）
の
も

の
》
で
あ
っ
た
。
こ
の
八
支
則
に
関
し
て
は
、
Ｙ
‐
Ｓ
Ⅱ
・
二
九
以
下
に
詳
述
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
禁
戒
（
菌
目
秒
ゞ
目
。
）

勧
戒
（
日
圃
目
騨
弓
函
）
坐
法
（
開
四
目
四
目
患
）
調
息
ｅ
国
風
乱
目
四
目
＄
）
制
感
（
冒
胃
乱
闘
国
員
殿
）
の
五
外
支
則
と
、
凝
念
（
号
倒
四
目

自
国
）
静
慮
・
禅
定
（
目
乱
ロ
四
目
息
）
三
昧
（
“
“
白
目
冒
昌
弓
）
の
三
内
支
則
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
中
で
、
ヨ
ー
ガ
の
主
目
的
で
あ
る

三
昧
が
完
成
さ
れ
る
た
め
に
は
↑
五
つ
の
外
支
則
が
必
須
要
件
と
な
る
。
何
故
な
ら
、
精
神
集
中
に
と
っ
て
の
必
須
条
件
は
、
自
ら
精
神

面
、
肉
体
面
で
厳
し
く
自
制
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の
環
境
づ
く
り
が
大
切
で
あ
る
か
ら
。
こ
の
こ
と
は
、
既
に
述
寺
へ
た
よ
う
に
佛

教
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。
そ
こ
に
ヨ
ー
ガ
八
支
の
外
五
支
則
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

面
、
肉
体
面
で
厳
し
く
自
剖

教
の
場
合
と
同
じ
で
あ
る
。

ヤ
マ
禁
戒
と
し
て
Ｙ
‐
Ｓ
は
、

一
一
ヤ
マ

次
に
勧
戒
に
関
し
て
は
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２
心
一
境
性
と
念
神

ヨ
ー
ガ
派
の
基
本
的
立
場
を
示
す
心
作
用
の
止
滅
に
と
っ
て
日
心
の
活
動
を
制
す
る
上
で
念
神
が
如
何
な
る
要
因
と
な
る
か
、
ロ
ョ
ー

ガ
の
修
習
に
と
っ
て
、
念
神
が
ど
う
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
、
と
い
う
二
点
が
、
自
在
神
へ
の
祈
念
に
関
し
て
明
確
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
精
神
集
中
へ
の
過
程
で
、
清
浄
、
知
足
と
並
ん
で
苦
行
、
読
荊
、
念
神
、
と
く
に
念
神
が
、
何
故
勧
戒
の
一
つ
と
し
て
と

り
あ
げ
ら
れ
た
か
、
と
い
う
点
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
ヨ
ー
ガ
派
が
佛
教
と
一
線
を
画
す
る
重
要
な
意
味
を
担
っ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

何
故
な
ら
、
佛
教
は
念
神
や
、
少
く
と
も
自
在
神
を
前
提
と
す
る
思
想
体
系
と
は
異
質
な
宗
教
で
あ
っ
た
か
ら
。

さ
て
、
Ｙ
‐
Ｓ
に
あ
っ
て
念
神
に
ふ
れ
た
ス
ー
ト
ラ
は
、

㈲
あ
る
い
は
、
自
在
神
へ
の
祈
念
に
よ
っ
て
〔
も
無
想
三
昧
が
え
ら
れ
る
〕
（
Ｉ
・
一
三
）

口
苦
行
と
読
話
と
自
在
神
へ
の
祈
念
と
が
ク
リ
ヤ
ー
・
ヨ
ー
ガ
で
あ
る
。
（
Ｉ
・
一
）

日
勧
戒
と
は
、
清
浄
・
知
足
・
苦
行
、
読
諦
、
そ
し
て
自
在
神
へ
の
祈
念
と
で
あ
る
。
（
１
．
三
二
）

口
自
在
神
へ
の
祈
念
に
よ
っ
て
三
昧
の
成
就
が
あ
る
。
（
Ⅱ
．
四
五
）

こ
れ
ら
四
つ
の
ス
ー
ト
ラ
を
整
理
す
る
と
、
日
と
囚
は
三
昧
、
と
く
に
無
想
三
昧
に
関
し
て
、
。
と
白
と
は
ク
リ
ヤ
ー
・
ヨ
ー
ガ
に
関

〔
身
心
の
〕
日
清
浄
（
殴
巨
。
夢
）
〔
生
命
を
維
持
す
る
に
足
る
も
の
以
上
に
は
求
め
な
い
〕
口
知
足
（
“
騨
目
目
笛
）
日
苦
行
（
冨
冨
の
）
画
読

調
（
の
ぐ
且
ご
創
冨
）
と
⑤
自
在
神
に
対
す
る
祈
念
Ⅱ
念
神
（
尻
ぐ
胃
色
‐
官
自
己
目
口
騨
）

の
五
つ
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
中
で
、
佛
教
と
比
べ
て
特
に
注
意
さ
れ
る
点
は
㈲
念
神
の
思
想
で
あ
る
。
こ
の
念
神
の
思
想
に
つ
い
て
は
、

か
っ
て
筆
者
が
論
じ
た
（
「
ヨ
ー
ガ
と
念
神
」
「
大
谷
学
報
』
五
五
・
四
、
「
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
に
お
け
る
自
在
神
」
「
同
」
五
一
・
四
）
よ
う
に
、

ヨ
ー
ガ
派
が
一
神
教
の
恩
寵
思
想
系
統
の
流
れ
を
汲
む
か
否
か
を
量
る
重
要
な
ス
ー
ト
ラ
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
重
複
を
避
け
、

論
旨
を
展
開
す
る
上
に
最
小
限
必
要
な
点
を
の
み
述
、
へ
る
こ
と
に
し
た
い
。
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〔
ヨ
ー
ガ
行
者
は
〕
そ
れ
〔
こ
の
聖
音
「
オ
ー
ム
」
（
Ｉ
自
在
神
を
こ
と
ば
で
表
わ
し
た
も
の
Ｙ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
・
二
七
）
〕
を
反
復
低
唱
し
、
そ

（
聖
音
）
の
あ
ら
わ
す
も
の
（
自
在
神
）
を
思
念
〔
す
べ
き
で
あ
る
。
〕

右
の
ス
ー
ト
ラ
に
対
し
て
Ｙ
‐
Ｂ
は
、

聖
音
を
反
復
修
習
す
る
こ
と
、
聖
音
に
よ
っ
て
表
わ
さ
れ
る
自
在
神
を
反
復
修
習
す
る
こ
と
、
か
く
聖
音
を
反
復
暗
諭
し
、
そ
の
意

、
、
、
、
、
、
、
、
、

味
を
熟
慮
す
る
ヨ
ー
ガ
行
者
は
心
一
境
性
を
獲
得
す
る
。

学
習
す
る
こ
と
よ
り
ヨ
ー
ガ
に
住
し
、
ヨ
ー
ガ
よ
り
学
習
が
学
ば
れ
る
だ
ろ
う
。
学
習
と
ヨ
ー
ガ
と
を
完
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

至
上
最
高
の
ア
ー
ト
マ
ン
が
輝
き
わ
た
る
。

と
、
い
う
．
か
つ
又
自
在
漣
の
祈
念
離
患
三
陸
豊
入
と
す
葛
Ｙ
ｓ
１
’
三
と
の
関
聯
ら
し
て
、
心
扇
性
‐
自
在

神
３
祈
念
（
‐
聖
ロ
ヂ
‐
こ
の
反
復
修
謂
心
一
境
性
Ｉ
無
想
三
味
と
い
う
三
‐
鼠
実
習
が
え
ら
れ
鳥
．
し
か
も
、
こ
こ

に
問
題
と
さ
れ
る
い
わ
ゆ
る
自
在
神
（
尿
ぐ
騨
国
）
は
、
創
造
主
神
で
は
な
く
て
《
煩
悩
・
業
・
〔
業
の
〕
果
報
・
業
の
潜
在
余
力
に
よ
っ
て

触
れ
ら
れ
な
い
特
殊
の
。
フ
ル
シ
ャ
（
も
こ
昌
笛
‐
ぐ
扉
の
笛
）
》
（
Ｙ
ｌ
Ｓ
Ｉ
・
二
四
）
で
あ
り
《
時
間
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
な
い
か
ら
古
人
に
と
っ

て
も
師
》
（
Ｉ
・
二
六
）
で
あ
っ
た
。
し
か
も
こ
の
自
在
神
は
《
こ
と
ば
で
表
示
す
る
と
聖
音
「
オ
ー
ム
」
で
あ
る
》
（
１
．
二
七
）
と
そ
の
概

念
を
規
定
す
る
。
（
拙
論
「
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
に
お
け
る
自
在
神
」
「
大
谷
学
報
』
五
一
・
四
参
照
）

か
く
て
、
ヨ
ー
ガ
派
に
あ
っ
て
心
一
境
性
が
目
ざ
し
た
境
地
は
、
精
神
面
の
集
中
に
重
要
な
役
割
を
も
つ
自
在
神
Ⅱ
聖
音
「
オ
ー
ム
」

を
以
て
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
、
更
に
八
支
則
を
注
目
す
る
中
で
考
え
て
み
よ
う
。

勧
戒
に
つ
づ
く
坐
法
、
調
息
、
制
感
の
三
支
則
に
関
し
て
は
、
既
に
ふ
れ
た
如
く
佛
教
と
の
関
わ
り
を
も
ち
、
更
に
は
、
『
ギ
ー
タ
ー
』

し
て
説
か
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
、
念
神
と
三
昧
と
の
関
わ
り
が
あ
る
こ
と
を
知
る
が
、
精
神
集
中
、
精
神
統
一
に
と
っ
て
念
神

が
如
何
な
る
意
味
あ
い
を
，
も
つ
の
だ
ろ
う
か
。

Ｙ
‐
Ｓ
１
．
二
八
に
Ｉ
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か
く
常
に
自
己
を
修
練
し
、
意
力
を
統
御
し
た
ヨ
ー
ギ
ン
は
、
ニ
ル
ヴ
ァ
ー
ナ
を
極
致
と
す
る
わ
れ
に
内
在
す
る
安
息
に
達
す
る
。

と
。
（
な
お
、
「
カ
ー
タ
ヵ
・
ゥ
・
ハ
ニ
シ
ャ
ヅ
ド
』
六
・
二
及
び
「
ギ
ー
タ
ー
」
五
・
二
七
’
八
参
照
）
か
つ
、
同
六
・
一
六
’
一
七
《
過
食
の
者
に

も
絶
食
の
者
に
も
、
過
度
の
睡
眠
、
絶
え
ず
目
醒
め
て
い
る
者
に
も
ヨ
ー
ガ
は
属
さ
な
い
》
や
↑
〈
食
事
、
休
養
に
節
度
あ
り
、
睡
眠
、

覚
醒
に
節
度
あ
る
者
に
ヨ
ー
ガ
は
属
す
》
の
二
偶
は
、
内
容
か
ら
し
て
八
支
中
の
ニ
ャ
マ
（
勧
戒
）
に
充
当
す
る
。

一
ハ

凹
法
雲
三
昧
（
Ⅳ
．
二
九
）

３
有
想
・
無
想
三
昧
と
有
種
子
・
無
種
子
三
昧

さ
て
、
Ｙ
‐
Ｓ
に
あ
っ
て
三
昧
に
関
説
し
た
箇
所
を
列
挙
す
る
と
、
ほ
ぼ
次
の
如
く
で
あ
る

㈲
有
想
三
昧
と
無
想
三
昧
（
１
．
一
七
’
二
三
）

口
有
種
子
三
昧
と
無
種
子
三
昧
（
１
．
四
一
’
五
一
）

白
八
支
中
の
三
昧
（
１
．
二
九
、
Ⅲ
・
三
）

練
す
べ
き
で
あ
る

て
坐
す
《
へ
し
。

清
ら
か
な
場
所
に
、
自
ら
の
た
め
に
高
き
に
過
ぎ
ず
低
か
ら
ず
、
布
、
皮
、
ク
シ
ャ
草
で
お
お
わ
れ
た
確
固
た
る
坐
を
設
け
、

そ
こ
に
坐
し
、
意
力
を
一
点
に
集
め
、
心
と
感
官
の
働
き
を
制
し
、
自
己
を
浄
化
す
る
た
め
に
ヨ
ー
ガ
（
Ⅱ
実
習
）
を
行
う
今
へ
し
。

体
躯
、
頭
、
頸
を
直
立
不
動
に
保
ち
つ
つ
、
端
然
と
し
て
動
か
ず
、
自
己
の
鼻
頭
を
み
つ
め
て
諸
方
に
目
を
や
る
こ
と
な
く
、

心
を
安
静
に
し
、
恐
怖
を
離
れ
、
禁
欲
の
誓
い
を
守
っ
て
意
力
を
制
し
、
わ
れ
（
Ⅱ
神
）
を
心
に
念
じ
、
わ
れ
に
専
向
し
、
修
練
し

一
○
’
一
五
と
密
接
に
関
係
す
る
。

ヨ
ー
ギ
ン
（
Ⅱ
ヨ
ー
ガ
行
者
）
は
人
里
離
れ
た
処
に
独
り
坐
し
、
心
身
を
制
御
し
て
願
望
を
去
り
、
所
有
を
離
れ
、
常
に
自
己
を
修
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右
の
四
箇
所
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
問
題
と
な
る
点
は
㈲
と
口
と
の
対
比
、
㈲
の
位
置
づ
け
（
既
に
関
説
し
た
）
画
の
三
昧
内
容
で
あ
る
が
、

特
に
佛
教
と
ヨ
ー
ガ
派
の
そ
れ
を
対
比
す
る
観
点
か
ら
、
㈲
と
口
を
重
点
的
に
と
り
あ
げ
た
い
。

尋
（
ぐ
詳
胃
富
）
伺
（
ぐ
旨
胃
唾
）
歓
喜
（
習
創
ロ
§
）
我
想
（
Ⅱ
自
己
意
識
四
ｍ
目
国
３
）
の
様
相
を
と
も
な
う
こ
と
に
よ
っ
て
有
想
〔
三
昧
〕

年
似
相
心Ｙ

他
の
も
の
〔
無
想
三
昧
〕
は
、
〔
心
作
用
〕
停
止
の
想
念
曾
国
目
色
‐
冒
胃
冒
冨
）
を
修
習
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
、
〔
す
ゞ
へ
て
の

心
作
用
が
減
し
て
〕
潜
在
印
象
（
＄
目
印
圃
国
）
の
み
が
〔
心
に
〕
残
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
（
１
．
一
八
）

右
の
二
つ
の
ス
ー
ト
ラ
は
、
三
昧
に
あ
っ
て
心
に
対
象
物
が
存
在
す
る
か
、
存
在
し
な
い
か
、
が
分
岐
点
と
な
っ
て
い
る
。
既
に
述
べ

た
よ
う
に
、
対
象
物
と
い
う
場
合
、
も
と
よ
り
〈
心
一
境
〉
の
一
境
で
あ
る
。
有
想
三
昧
（
笛
日
冒
且
副
冨
‐
“
四
日
目
宮
）
は
、
三
味
中
の
心

が
一
境
に
集
中
す
る
場
合
、
す
な
わ
ち
心
が
所
縁
た
る
対
象
を
も
つ
場
合
、
心
の
粗
大
な
は
た
ら
き
を
い
う
尋
と
、
微
細
な
は
た
ら
き
を

い
う
伺
、
さ
ら
に
尋
と
伺
が
な
く
な
っ
た
心
地
よ
い
境
地
と
し
て
の
歓
喜
、
そ
し
て
最
後
に
そ
れ
す
ら
も
な
く
な
っ
て
自
己
意
識
だ
け
が

残
る
と
い
う
、
四
段
階
に
深
化
さ
れ
て
ゆ
く
。
尋
と
伺
と
は
、
も
と
よ
り
佛
教
用
語
と
し
て
ス
ー
ト
ラ
以
前
に
み
ら
れ
る
術
語
で
あ
る
が
、

我
想
（
騨
唾
目
３
自
己
意
識
、
わ
れ
あ
り
と
い
う
意
識
）
と
は
如
何
。

と
、
し
、
ヴ
ィ
ヤ
ー
サ
は
こ
れ
に
対
し
、

ブ
ル
シ
ャ
（
目
昌
困
神
我
）
は
見
る
老
た
る
（
能
）
力
で
あ
り
、
ブ
ッ
デ
ィ
（
盲
邑
三

る
、
と
、
こ
れ
ら
二
つ
が
〔
別
々
で
あ
る
の
に
あ
た
か
も
〕
一
体
で
あ
る
と
い
う
過
失
が
、

と
言
わ
れ
た
。
（
Ｙ
‐
Ｂ
・
Ｉ
・
六
）

尋
（
ぐ
詳
胃
富
）
伺
（
割

が
紫
の
る
。
（
Ｉ
・
一
七
）

他
の
も
の
〔
無
想
一

自
己
意
識
と
は
星

な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

《
、
｝
）
、

Ｑ
晋
Ⅱ
Ⅱ
。
－
ノ
ー
！

〔
真
我
・
神
我
の
〕
見
る
力
と
、
見
る
こ
と
の
道
具
な
る
力
と
が
、
一
体
（
①
圃
目
届
薗
）
で
あ
る
か
の
よ
う
に
（
冒
騨
）

覚
）
は
見
る
は
た
ら
き
と
し
て
の
力
で
あ

、
、

ま
さ
し
く
、
品
目
詳
倒
と
い
う
煩
悩
な
り
、
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こ
の
註
釈
は
、
内
容
的
に
は
ま
さ
に
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
の
踏
襲
で
あ
り
、
見
る
者
、
知
る
者
、
経
験
す
る
者
で
は
あ
っ
て
も
非
作
者
で

あ
る
神
我
（
君
目
箇
）
と
、
見
ら
れ
る
も
の
、
知
ら
れ
る
も
の
、
経
験
（
享
受
）
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
る
が
作
者
で
あ
る
根
本
原
質
・
自

性
（
頁
巴
自
ｇ
、
そ
の
原
質
か
ら
展
開
し
た
思
惟
機
能
や
心
は
当
然
、
作
者
で
は
あ
っ
て
も
無
知
、
非
思
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

『
サ
ー
ン
キ
ャ
・
カ
ー
リ
カ
ー
』
第
二
一
偶
の
譽
嶮
例
に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
神
我
の
見
る
力
は
対
象
を
把
え
る
思
惟
機
能
の
は
た
ら

き
を
道
具
と
し
、
無
知
の
思
惟
機
能
も
神
我
の
道
具
と
な
る
こ
と
が
な
け
れ
ば
、
知
的
な
は
た
ら
き
を
実
現
し
な
い
。
い
ま
、
こ
の
ス
ー

ト
ラ
に
《
一
体
で
あ
る
か
の
よ
う
に
》
と
自
己
意
識
の
内
容
を
規
定
し
た
所
以
は
、
以
上
の
サ
ー
ン
キ
ャ
的
理
解
に
立
つ
も
の
で
あ
る
。

（
『
世
界
の
名
著
」
１
．
一
二
九
頁
註
（
３
）
参
照
）
ヴ
ィ
ヤ
ー
サ
が
こ
の
自
己
意
識
を
煩
悩
（
Ｅ
①
３
）
と
釈
し
た
の
は
、
有
想
三
昧
に
お
い
て
は
心

の
は
た
ら
き
が
完
全
に
止
滅
し
て
い
な
い
、
と
い
う
理
由
に
よ
る
。
彼
の
註
釈
（
Ｙ
‐
Ｂ
Ⅱ
・
六
）
の
内
容
を
整
理
す
る
と
、

有
尋
三
昧
（
尋
、
伺
、
歓
喜
↑
我
想
を
と
も
な
う
）
ｌ
有
伺
三
昧
（
伺
、
歓
喜
、
我
想
を
と
も
な
う
）
ｌ
有
歓
喜
三
昧
（
歓
喜
、
我

想
を
と
も
な
う
）
ｌ
我
想
三
昧
（
自
己
意
識
の
み
を
と
も
な
う
）

と
い
う
段
階
で
深
化
さ
れ
て
ゆ
く
過
程
を
示
し
た
こ
と
に
な
る
。

こ
れ
に
対
し
て
無
想
三
昧
（
凹
困
目
冒
且
目
冨
１
３
日
目
目
）
と
称
さ
れ
る
も
の
は
、
心
の
は
た
ら
き
が
完
全
に
止
滅
す
る
た
め
の
想
念
を

修
習
し
つ
く
し
た
境
地
に
名
づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
、
心
の
は
た
ら
き
が
止
滅
し
き
っ
た
場
合
、
そ
れ
は
そ
の
ま
ま
解
脱
と
直
結
す

る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
ス
ー
ト
ラ
は
、
《
潜
在
印
象
（
闇
目
、
圃
国
）
の
残
っ
た
三
昧
》
と
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
心
は
何
ら

支
持
す
る
対
象
物
を
も
た
な
い
か
ら
、
心
は
非
存
在
の
よ
う
に
な
る
と
ヴ
ィ
ャ
ー
サ
は
註
釈
す
る
。
対
象
を
定
め
て
（
心
一
境
）
修
習
す
る

心
に
、
も
は
や
そ
の
対
象
す
ら
無
に
帰
し
た
よ
う
な
三
昧
の
境
地
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
無
想
三
味
は
《
最
高
の
離
欲
Ⅱ
解
脱
へ
の
方
法
》

と
い
う
。
（
Ｙ
‐
Ｂ
１
．
一
八
）
こ
こ
に
〈
サ
ン
ス
ヵ
ー
ラ
Ⅱ
潜
在
印
象
〉
な
る
語
（
佛
教
術
語
の
行
）
が
み
ら
れ
る
が
、
そ
れ
は
過
去
の

経
験
に
よ
る
潜
在
印
象
で
あ
る
。
Ｙ
‐
Ｓ
で
は
八
つ
の
ス
ー
ト
ラ
に
こ
の
語
が
み
え
る
（
冒
一
皇
弓
罰
》
日
・
〉
弓
息
』
弓
。
ゞ
弓
）
が
、
こ
の
印
象

は
後
に
再
び
顕
わ
れ
る
ま
で
は
心
の
中
に
潜
在
す
る
か
ら
、
表
象
想
念
は
無
想
三
昧
に
あ
っ
て
は
停
止
し
た
ま
ま
に
な
る
。
（
Ｉ
・
五
○
、
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Ⅲ
．
一
八
、
Ⅳ
．
九
参
照
）
し
た
が
っ
て
ヴ
ィ
ャ
ー
サ
は
、
《
こ
れ
は
種
子
な
く
〔
対
象
を
〕
意
識
し
な
い
三
昧
》
と
し
（
Ｙ
‐
Ｂ
１
．
一

八
）
て
、
無
種
子
三
昧
と
同
一
視
し
て
い
る
。
（
こ
の
解
釈
に
関
し
て
は
後
述
す
る
）
尤
も
、
他
の
ヨ
ー
ガ
行
者
に
あ
っ
て
は
、
こ
の
三
昧
は
信

念
（
酔
沙
＆
目
）
努
力
言
昌
塑
）
憶
念
（
ぬ
日
日
）
三
昧
（
の
四
目
且
宮
）
智
慧
（
甘
騨
言
倒
）
に
も
と
づ
い
て
得
ら
れ
る
（
１
．
二
○
）
と
い
う
。

次
に
、
有
種
子
三
昧
（
函
且
沙
‐
閨
冒
圏
冒
）
無
種
子
三
昧
（
己
号
冒
‐
闇
白
目
ご
）
に
つ
い
て
考
察
し
よ
う
。
Ｙ
‐
Ｓ
１
．
四
一
以
下
に
、

こ
の
三
昧
の
定
義
と
内
容
を
説
い
て
い
る
が
、
そ
れ
に
よ
る
と
、

有
尋
等
至
（
“
沙
ぐ
詳
胃
圃
閨
日
号
呉
武
）
（
１
．
四
二
）

無
伺
等
至
（
昌
門
ぐ
洋
胃
圃
閏
目
骨
胃
は
）
（
１
．
四
三
）

有
伺
等
至
（
＄
嵐
３
３
闇
目
目
目
９
（
１
．
四
四
）

無
伺
等
至
（
昌
吋
ａ
３
働
困
日
智
呉
威
）
（
１
．
四
四
）

を
挙
げ
、
こ
れ
ら
を
有
種
子
三
昧
と
い
っ
て
い
る
。
（
１
．
四
六
）
こ
こ
に
等
至
（
函
目
§
騨
甚
）
は
、
こ
の
小
論
の
初
め
に
定
の
七
名
と
し
て

掲
げ
た
よ
う
に
、
等
至
Ⅱ
定
と
解
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
は
、
の
四
日
目
宮
（
三
味
・
等
持
）
と
の
少
白
骨
幽
蚤
（
等
至
・
正
受
）
ぬ
四
目
型
艮
騨

（
等
引
）
と
が
混
同
し
て
何
れ
も
三
昧
と
訳
し
う
る
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
有
尋
、
有
伺
、
無
尋
、
無
伺
の
等
至
（
Ⅱ
三
昧
・
定
）

に
関
し
て
は
、
周
知
の
如
く
佛
教
の
禅
定
観
に
み
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
後
世
、
禅
定
観
が
発
達
す
る
過
程
で
次
第
に
複
雑
化
さ
れ
て

い
っ
た
こ
と
は
、
『
倶
舎
論
』
定
品
の
示
す
と
こ
ろ
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
初
期
に
あ
っ
て
四
禅
Ⅱ
四
静
慮
の
内
容
（
離
生
喜
楽
・
定
生
喜

楽
・
捨
念
楽
住
・
捨
念
清
浄
）
を
説
く
中
で
、
色
界
の
初
禅
に
未
至
定
（
初
静
慮
の
近
分
）
と
根
本
定
を
配
し
～
そ
の
定
を
有
尋
有
伺
定
と
し
、

第
二
禅
に
至
る
過
程
に
中
間
定
（
伺
あ
っ
て
尋
な
く
、
尋
が
な
い
か
ら
初
禅
よ
り
勝
れ
、
伺
が
あ
る
か
ら
二
禅
に
及
ば
な
い
理
由
で
中
間
定
と
い
う
）

を
配
し
て
無
尋
唯
伺
定
と
し
た
。
更
に
、
第
二
禅
よ
り
無
色
界
の
非
想
非
非
想
処
地
に
至
る
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
に
近
分
定
（
根
本
定
に
近
い
勢

分
の
意
）
と
根
本
定
を
配
し
、
こ
の
間
の
定
を
無
尋
無
伺
定
と
し
て
い
る
。
か
つ
又
、
四
禅
の
そ
れ
ぞ
れ
に
五
支
、
四
支
、
五
支
、
四
支

の
十
八
支
を
配
し
た
（
既
述
）
な
ど
、
禅
定
観
は
複
雑
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
ヨ
ー
ガ
派
の
、
い
ま
こ
こ
に
登
場
す
る
有
種
子
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三
味
の
内
容
も
、
佛
教
、
と
く
に
有
部
に
お
い
て
発
展
し
た
禅
定
観
に
影
響
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
否
め
な
い
と
み
ら
れ
よ
う
。

い
ま
、
￥
Ｓ
に
お
け
る
概
念
分
析
に
よ
る
と
１
．

有
尋
等
至
（
Ⅱ
定
）
と
は
、
こ
と
ば
と
〔
こ
と
ば
の
あ
ら
わ
す
〕
対
象
と
観
念
と
の
分
別
知
（
ぐ
時
己
ｇ
こ
と
ば
の
知
に
従
っ
て
生
じ
、

対
象
物
を
欠
く
知
１
．
九
）
が
混
合
し
て
い
る
。
（
１
．
四
二
）

無
尋
等
至
と
は
、
〔
分
別
知
が
な
く
な
り
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
と
結
び
つ
く
〕
記
憶
が
浄
化
さ
れ
た
と
き
〔
等
至
に
な
っ
た
心
そ
れ
〕

自
体
は
空
で
あ
る
か
の
よ
う
に
な
り
、
対
象
の
み
が
輝
く
。
（
１
．
四
三
）

有
伺
、
無
伺
等
至
は
、
〔
有
尋
等
至
と
無
尋
等
至
が
粗
大
な
対
象
を
も
つ
の
に
対
し
て
〕
微
細
な
対
象
を
も
つ
も
の
。
（
１
．
四
四
）

以
上
を
有
種
子
三
味
と
い
う
が
、
有
種
子
と
い
う
以
上
、
心
一
境
性
Ⅱ
定
（
三
昧
）
で
あ
り
な
が
ら
そ
れ
で
十
分
で
な
い
こ
と
を
意
趣

し
て
い
る
。
何
ら
か
の
外
的
対
象
物
（
種
子
）
Ｉ
そ
れ
が
粗
大
で
あ
ろ
う
と
微
細
で
あ
ろ
う
と
ｌ
を
心
に
意
識
し
て
い
る
限
り
は
、

心
の
内
面
が
完
全
に
澄
浄
と
は
な
ら
な
い
か
ら
。
で
は
ヨ
ー
ガ
派
に
お
け
る
三
味
の
極
致
は
奈
辺
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
《
ヨ
ー
ガ
と
は

心
作
用
を
止
滅
す
る
こ
と
》
と
い
い
、
そ
の
た
め
に
《
ヨ
ー
ガ
と
は
三
昧
》
と
い
う
基
本
的
立
場
が
設
定
さ
れ
た
。
し
た
が
っ
て
有
種
子

三
昧
の
段
階
で
は
、
そ
の
最
高
の
無
伺
等
至
に
し
て
も
有
種
子
と
い
う
点
で
は
同
じ
で
あ
る
。
こ
こ
に
、
有
種
子
三
昧
か
ら
無
種
子
三
昧

へ
と
深
化
さ
れ
て
い
く
必
然
性
が
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
ス
ー
ト
ラ
は
こ
う
述
零
へ
て
い
る
。

無
伺
〔
等
至
〕
が
澄
明
に
な
る
と
き
〔
ヨ
ー
ガ
行
者
に
は
〕
内
的
静
澄
が
あ
り
（
１
．
四
七
）
こ
の
〔
内
的
静
澄
〕
に
お
い
て
〔
三
昧

状
態
の
心
に
生
ず
る
〕
直
観
知
（
冒
少
言
倒
）
は
真
理
を
保
持
し
（
Ｉ
・
四
八
）
そ
の
直
観
知
は
〔
い
わ
ゆ
る
〕
天
啓
聖
典
や
推
論
に
よ
る
知

と
は
別
の
、
特
殊
性
を
対
象
と
す
る
。
（
Ｉ
・
四
九
）

と
。
し
か
し
な
が
ら
、
無
伺
等
至
に
お
い
て
潜
在
印
象
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
Ｙ
‐
Ｓ
１
．
五
○
は
こ
の
点
に
つ
い
て
、

こ
れ
〔
無
伺
等
至
〕
に
よ
っ
て
生
ず
る
潜
在
印
象
は
他
の
潜
在
印
象
を
抑
制
す
る
。

と
、
説
き
、
ヴ
ィ
ャ
ー
サ
の
註
釈
を
援
用
す
る
と
、
三
昧
智
か
ら
生
じ
た
潜
在
印
象
は
煩
悩
を
消
滅
さ
せ
る
力
が
あ
る
か
ら
、
も
は
や
心
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本
来
か
ら
言
え
ば
、
無
伺
等
至
に
お
い
て
解
脱
の
契
機
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
更
に
無
種
子
三
味
を
立
て
る
必
然
の
理
由
も

あ
り
え
な
い
か
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ガ
派
の
目
的
（
Ⅱ
サ
ー
ン
キ
ャ
派
の
目
的
で
も
あ
る
）
で
あ
る
独
存
、
二
元
の
識
別
知
が

得
ら
れ
た
境
地
を
考
え
る
な
ら
ば
、
有
種
子
三
昧
に
属
す
る
無
伺
等
至
で
は
満
足
し
き
れ
な
い
要
因
を
孕
ん
で
い
た
こ
と
は
事
実
で
あ
る
。

（
佛
教
に
お
け
る
九
次
第
定
の
設
定
と
併
せ
て
考
え
ら
れ
よ
う
・
）
こ
の
点
か
ら
言
え
ば
、
ヴ
ィ
ャ
ー
サ
が
Ｙ
‐
Ｂ
１
．
一
八
に
お
い
て
無
想
三
昧

を
無
種
子
三
昧
に
等
置
し
た
こ
と
は
、
問
題
を
残
す
解
釈
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
、
前
者
は
潜
在
印
象
を
と
も
な
う
が
、
後

の
は
た
ら
き
を
促
す
よ
う
な
こ
と
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
真
理
を
帯
び
た
潜
在
印
象
だ
け
が
三
昧
智
（
習
日
創
言
‐
冒
少
言
巴
の
潜
在
印
象

と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
、
心
と
真
我
（
神
我
）
と
の
識
別
知
（
ぐ
き
①
§
‐
吾
薗
武
》
真
知
）
を
終
極
点
と
す
る
心
の
活
動
は
停
止
す
る
、

と
、
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
発
想
は
、
い
わ
ゆ
る
サ
ー
ン
キ
ヤ
哲
学
体
系
に
由
る
。
し
か
も
な
お
、
無
伺
等
至
の
上
に
無
種
子
三
昧
が
立
て

ら
れ
た
の
は
、
如
何
な
る
理
由
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
れ
〔
無
伺
等
至
か
ら
生
ず
る
潜
在
印
象
〕
も
減
す
る
と
き
、
す
べ
て
が
減
す
る
か
ら
無
種
子
三
昧
が
あ
る
。
（
Ｉ
・
五
一
）

と
、
い
う
。
こ
の
こ
と
は
、
三
昧
に
お
い
て
あ
ら
わ
れ
た
直
観
知
も
、
そ
の
直
観
知
か
ら
生
じ
た
潜
在
印
象
も
、
す
ゞ
へ
て
減
し
っ
く
さ
ね

プ
ヲ
ク
リ
テ
イ

プ
ル
シ
ヤ

ば
真
の
離
欲
と
は
言
え
な
い
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
サ
ー
ン
キ
ャ
哲
学
の
、
心
は
自
性
・
原
質
に
還
没
し
、
神
我
が
本
来
の
状
態

に
な
る
、
す
な
わ
ち
独
存
・
解
脱
を
達
成
し
つ
く
す
こ
と
と
関
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
有
種
子
・
無
種
子
三
昧
に
ふ
れ
て
き
た
が
、
こ
れ
を
整
理
す
る
と
、
対
象
を
と
も
な
う
三
昧
か
ら
潜
在
印
象
が
生
じ
↑
そ
の
潜

在
印
象
が
さ
ら
に
三
味
に
よ
っ
て
そ
の
現
実
化
が
停
止
さ
れ
る
と
き
、
三
昧
智
が
あ
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
三
昧
智
も
潜
在
印
象
を
残

す
が
、
そ
れ
は
も
は
や
心
の
は
た
ら
き
を
促
す
こ
と
は
な
い
か
ら
、
表
象
（
観
念
）
と
し
て
生
じ
る
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
真
我
と
心

と
の
識
別
知
が
、
そ
こ
で
は
じ
め
て
生
じ
る
わ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
真
知
を
生
み
出
す
無
伺
三
昧
が
さ
ら
に
深
化
さ
れ
た
と

き
、
〈
ヨ
ー
ガ
（
Ⅱ
三
昧
）
は
心
の
は
た
ら
き
を
止
滅
す
る
》
（
Ｉ
・
三
と
い
う
主
題
を
充
足
す
る
た
め
の
無
種
子
三
昧
が
立
て
ら
れ
た
、

と
理
解
す
る
。

句の

色色



者
は
と
も
な
わ
な
い
か
ら
。

『
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
を
仔
細
に
分
析
す
る
と
、
か
っ
て
Ｊ
・
ｗ
・
ハ
ゥ
エ
ル
が
そ
の
著
（
］
・
弓
．
西
曾
巨
①
屍
ｂ
こ
ぎ
垣
ミ
の
爵
冒
侭
》

閉
．
臼
‐
胃
ｇ
）
で
述
零
へ
た
如
く
、
諸
段
階
の
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
の
ス
ー
ト
ラ
が
、
い
つ
、
い
か
な
る
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
か
、
に

つ
い
て
は
、
に
わ
か
に
結
論
を
出
し
う
る
も
の
で
は
な
い
。
（
一
般
に
は
成
立
年
代
を
四
○
○
’
四
五
○
と
す
る
が
）
し
か
し
、
こ
の
ス
ー
ト
ラ

が
サ
ー
ン
キ
ャ
と
佛
教
に
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
否
定
し
が
た
い
。

い
ま
、
こ
の
小
論
に
扱
っ
た
禅
定
と
三
昧
に
関
し
て
の
み
限
定
す
る
な
ら
ば
、
ス
ー
ト
ラ
の
そ
れ
は
、
佛
教
、
そ
れ
も
後
期
阿
毘
達
磨

の
禅
定
観
を
背
景
と
し
て
い
た
こ
と
が
比
定
さ
れ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
ヨ
ー
ガ
派
は
、
サ
ー
ン
キ
ャ
的
解
脱
達
成
の
た
め
に
、
心
作
用
の

減
を
深
層
化
す
る
上
で
佛
教
的
禅
定
観
を
か
な
り
採
用
し
、
実
践
修
習
面
に
お
い
て
独
自
の
禅
定
観
を
設
定
し
た
と
考
え
る
。

か
っ
て
筆
者
も
指
摘
し
た
（
「
無
明
に
つ
い
て
ｌ
「
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
』
Ⅱ
・
五
註
と
の
対
比
」
『
大
谷
学
報
」
五
五
・
一
）
よ
う
に
、
ヨ
ー
ヵ

派
は
、
そ
の
建
前
か
ら
し
て
対
象
の
実
在
性
を
主
張
す
る
立
場
に
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
ス
ー
ト
ラ
の
成
立
と

佛
教
と
の
関
わ
り
の
中
で
、
心
外
無
別
法
に
立
つ
唯
識
無
境
を
批
判
す
る
（
Ｙ
ｌ
Ｓ
Ⅳ
・
一
三
’
二
ハ
及
び
Ｙ
ｌ
Ｂ
の
解
釈
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
金
倉
円
照
博
士
「
ヨ
ー
ガ
・
ス
ー
ト
ラ
の
成
立
と
佛
教
と
の
関
係
」
「
印
佛
研
』
１
．
２
参
照
・
）
点
か
ら
し
て
、
少
く
と
も
、
説
一
切
有
部
の

三
世
実
有
説
の
流
れ
（
Ｙ
ｌ
Ｓ
Ⅲ
・
二
一
に
婆
沙
の
四
論
師
説
を
援
用
し
て
い
る
）
と
密
接
な
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
、
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。

（
一
九
七
六
・
四
・
二
○
）

追
記
こ
の
小
論
の
中
で
、
い
く
つ
か
の
考
察
す
尋
へ
き
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
心
一
境
性
の
問
題
や
原
始
佛
教
に
お
け
る
ヨ
ー
ガ

つ
う
盟
）
の
用
法
な
ど
が
あ
る
が
、
既
に
紙
幅
を
超
過
し
た
の
で
稿
を
改
め
た
い
。

む

ヨー

ソ

び
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